
▲  貧困をなくすため先頭に立つことの宣言と実
　   態調査

▲  子どもの医療費助成制度の拡充

▲  全員制の中学校給食の実施と段階的無償化

▲  給付型奨学金の創設等の若者支援

▲  国民健康保険料の引き下げ

▲  老人医療制度助成の拡充

▲  障害者支援策の拡充

▲  市の「地域企業の持続的発展推進条例」の実
　   効的な運用・実践・改善を図る

▲  住宅改修助成制度を創設

▲  公契約条例制定などにより最低賃金 1500 円
　   をめざす

▲  伝統文化をはじめとする各分野の文化を支援

▲  地域の実情に応じた循環型の産業政策を住民
　   とともに策定

▲  違法な働き方を根絶するため啓発、相談、指
　   導等の体制強化

▲  介護、保育、建設、観光等の各分野の人手不
　   足対策

▲  大型公共事業については、一旦立ち止まって必
　   要性、弊害の有無、住民合意等の観点から検証

▲  地域密着型公共事業（道路、河川、公共施設
   　等の整備）は計画的に推進

京都市民でいてよかった。
市のおかげで人生助けられた。
そんな風に実感できる市政を

1
夢をつなぐ

2
なりわいをつなぐ

▲  住民の自治の力をはぐくむこと

▲  業務統合を見直し現場に近いところに職員と
　　権限と予算を配置

▲  行き過ぎた公務の民営化や非正規化の見直し

▲  東アジア各国の若者の交流事業を支援

▲  朝鮮学校の無償化除外を見直し

▲  LGBT 支援策、パートナーシップ条例の制定

▲  オーバーツーリズムの弊害解消をめざし総量
　　規制等の検討を進める

▲  新景観政策の見直しの再検討

▲  公共交通を軸とした交通政策

▲  街作りに市民の声を反映させる住民自治の支援

3
まちをつなぐ

▲  原発再稼働の「同意権」を含む立地県並みの
　　協定締結

▲  実効的な避難計画、ヨウ素剤配布等

▲  京都議定書を策定した京都らしく、再生可能
　　エネルギーを活用した住宅建設や断熱工事等
　　を支援し、ビジネスチャンスと職を増やし、エ
　　コ型循環経済により地域経済の活性化を図る

▲  台風、水害などの災害対策のため公共的イン
　　フラの整備を着実に進める

▲  各種団体、企業等と提携し、避難所の増設と
　　改善を進める

5
未来へつなぐ

4
ひとをつなぐ

福山和人が
考える政策


